
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 計測制御分野で最新のシステムを提供する    ハビリス納入事例紹介 

高炉温度・ガスデータ分析システム 

省エネルギーの強化と地球温暖化対策として高炉をはじめとする製鉄プロセスで発生する副生ガスが大量に

発生しております。これらのガスは個々に異なった特性を持っているため、各設備が排出するガスを分析し

て、最適な利用方法を追求されております。 

当事例では、横河電機㈱のデータアクイジションシステム「ＭＸ１００」で高炉の温度関連データを計測す

ると共に、プロセスガス分析計で高炉排出ガス成分の収集を行い、「ウエーブリサーチャー」をベースに作成

した計測システムにより、副生ガスの有効利用方法の開発に利用いただいているものです。 

 
(1)機器概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
①測定機器 横河電機㈱： データアクイジションユニット  ＭＸ１００シリーズ 

  プロセスガス分析計 
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「システムの概要」 
(1)当システムは、高炉の副生ガスの有効利用を促進するために、高炉内の温度分布とガス分布を連続的に計

測するものです。 

高炉内の各場所に設置している温度センサ４０点以上のデータを横河電機㈱製：ＭＸ１００から１秒間隔

でデータ収集を行うとともに、プロセスガス分析計からの各種ガス濃度を連続的に収集します。 

「ウエーブリサーチャー」にはプロセスガス分析計とＲＳ２３２Ｃで通信し、各種ガス濃度を収集してリ

アルタイムにトレンドグラフ、装置系統図を表示します。 

 
 ①測定データ 高炉内温度、炉内温度、炉口温度、炉壁温度、炉腹温度、羽口温度、圧力、ガス流量、ガ

ス濃度、等 

②測定周期 最短１秒間隔データ収集 

③ガス種類 ＣＯ、ＣＯ２、Ｈ２、ＣＨ４、Ｎ２ 

④表示グラフ トレンドグラフ、ＸＹグラフ、系統図グラフィック等 

 
(2)主な改造内容について 

・プロセスガス分析計とＲＳ２３２Ｃで通信し、リアルタイムにガス関連データ収集を行なう機能を追加し

た。 

 
○トレンドグラフ表示例 
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